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純ベア10,000円を含む月例賃金総額5％の賃上げ要求

２０２４春季生活闘争方針
１ 賃金引上げ要求
 ⑴ 10,000 円の純ベア要求
 ⑵ 高年齢者層の賃金改善や系統間の格差是正及びワーク・

ライフ・バランスの実現に資する諸手当の改善等の要求を
行い、月例賃金総額５％以上の引き上げを求める

２ 賃金改善要求［31 項目］ 

３ 総合生活改善（ワーク・ライフ・バランス実現）に関する要求
［11 項目］

４ 夏季手当要求
要求月数を３．０ヵ月分とする（昨年度は 2.8 ヵ月分）

 ・ 55 歳以上の社員に対して加算措置
 ・ 嘱託再雇用社員及び地域社員については社員と同月数を
求める 
・ 支払日は ６月 28 日（金） 

佐
賀
支
部
を
代
表
し
て
発
言

中央委員会 会場の様子 

吉田中央執行委員長による団結がんばろう

発言に立つ森永執行委員長

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中
央
本
部
は
２
月
７
日
、
福
岡
市
内
で
「
第

3
６
回
定
期
中
央
委
員
会
」
を
開
催
し
、
２
０
２
4
春
闘
と
政

治
関
係
を
中
心
と
し
た
当
面
の
活
動
方
針
を
決
定
し
た
。
佐

賀
支
部
か
ら
は
中
央
委
員
と
し
て
森
永
克
章
執
行
委
員
長
が

参
加
し
た
。

冒
頭
、
吉
田
祥
司
中
央
執
行
委
員
長
は
「
今
春
闘
は
、
連
合

が
主
張
し
て
い
る
『
経
済
社
会
の
ス
テ
ー
ジ
転
換
を
着
実

に
進
め
る
』
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
が
目
指
す
『
人
財
の
確

保
・
定
着
に
つ
な
が
る
賃
上
げ
と
働
き
方
の
見
直
し
』
を

い
か
に
実
現
す
る
の
か
が
鍵
に
な
る
。
会
社
は
『
人
へ
の

投
資
』
を
積
極
的
に
図
る
べ
き
だ
。
ま
た
、
適
正
な
価
格

転
嫁
の
実
現
も
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
鉄
道
事
業
に
お

け
る
改
善
の
原
資
は
運
賃
・
料
金
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
労

使
が
連
携
し
た
社
会
に
対
す
る
理
解
求
め
の
活
動
も
重

要
だ
。
」
と
挨
拶
し
た
。

   
委
員
会
で
は
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
方
針
が
提

起
さ
れ
、
議
案
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
２
０
２
４
春
闘
が
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
す
る
。
佐
賀
支
部
と
し
て
も
成
果
が
勝
ち
取
れ
る
よ
う

一
致
団
結
し
て
春
闘
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
活
動
に
参
加

し
て
い
き
た
い
。
支
部
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
要
請
す
る
。

中
央
委
員
と
し
て
委
員

会
に
参
加
し
た
森
永
執
行

委
員
長
は
「
①
本
部
に
よ

る
教
育
活
動
の
確
実
な
指

導
・
実
績
管
理
の
要
請
」
「

②
佐
賀
エ
リ
ア
の
社
員
寮

の
設
置
に
つ
い
て
」
「
③
会

社
が
開
催
す
る
発
表
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」
な
ど
を

発
言
し
、
委
員
会
の
議
事

を
補
強
し
た
。
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